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ｎ．ａ
黒竜江省
熱河省
察姶爾省
緩遠省
寧夏省
新彊省
南京市
上海市
北平市
天津市
ｎ．ａ
ｎ．ａ
182.8
注：１９１２年では、遼寧省は奉天省、河北省は直隷省であった。
ことを示している。
また、、.ａはデータがない
1６
出所：1912,28,36年は公式人口調査より計算（表８，９，１０を参照）。バックはＬｉｕ・Yeh
〔1965〕ｐ､178より引用。ただし遼寧・吉林・黒竜江・熱河・察蛤爾の性比はそれぞれ満州
及び蒙古の性比で代用した。５３年は早瀬・川俣〔1990〕162～165ベージ。
表４地域調査におけるＩ性比と乳幼児比率
調査者 調査時期調査地域性比乳幼児比率(%）
バックｌ
バヅクｌ
バヅクｌ
李景漢ｌ
バヅク２
バック２
バック２
李景漢２
金陵大学等
県政府等
県政府
県政府等
県政府
県政府
省政府統計室
省政府統計室
清華大学国情普査研究所
主計処と省政府
清華大学国情普査研究所
1921～25
1921～25
1921～2５
1928
1928～33
1928～33
1928～3３
１９３０
1932.3
1933.2
1933.1
1935.1
1935.4
1936.4
1936.9
1937.5
1939.3
1942.3
1942.3
全国7省
北方
南方
河北省定県62村
全国22省
北方
南方
河北省定県65村
江蘇省江陰県蛸岐鎮
江蘇省句容県
江蘇省江寧県
山東省部平県
福建省長楽県
漸江省蘭渓県
福建省同安県
福建省福清県
雲南省呈貢県
四川省三つの県
雲南省環湖一市三県
105.72
105.44
106.05
100.5
108.5
108.0
108.9
106.2
１１２．１
１１６．６
106.2
93.1
129.4
125.3
109.6
１１１．０
９０．７
108.2
102.7
出所：作成に利用した原資料のリストは羅〔1997〕表３に同じ。
１７
11.96
12.51
11.31
13.16
13.50
12.90
14.10
12.41
16.35
16.08
14.41
ｎ．ａ
9.40
14.76
11.21
13.70
13.95
14.３５
１３．８６
表51953年人口センサスにおけるＯ～4歳児の比率（％）
地域
北京市
天津市
河北省
山西省
山東省
江蘇省
上海市
安徽省
斯江省
福建省
江西省
河南省
湖北省
湖南省
広東省
広西自治区
四川省
貴州省
険西省
甘粛省
青海省
新彊自治区
雲南省
遼寧省
吉林省
黒龍江省
熱河省
西康省
内蒙古自治区
全国
比率
14.4
16.6
15.8
15.0
16.0
15.9
16.４
１５．７
１６．１
１５．８
１５．６
１６．１
１４．２
１５.３
１５．２
１５．０
１５．８
１５．５
１５．４
１６．２
１７.4
14.0
13.5
17.5
18.1
17.8
16.4
14.2
16.3
15.7
出所：早瀬・川俣〔1990〕139～158ベー ジ。
１８
表７人口再推計に利用する乳幼児比率(％）
表61928年調査の学童比率（％）
省 学童比率
年次公式人口調査調整後の乳幼児比率調整差
江蘇省
江西省
湖北省
湖南省
河北省
山東省
山西省
峡西省
遼寧省
黒竜江省
察姶爾省
緩遠省
新彊省
合計
1６．６４
１１．５１
8.78
12.63
12.88
11.33
11.64
12.７１
１１．９８
１３．５６
１０．４９
８．６８
7.28
11.32
注：学童とは６－１２歳の児童である。
1９
??? ???
1912
1928
1936
1２
１３
１３
表８１９１２年の人口推計（1000人）
省公式統計内：男内：女性比推計性比推計女子増加乳幼児推計総人口
人口
江蘇省
漸江省
安徽省
江西省
湖北省
湖南省
四川省
直隷省
山東省
山西省
河南省
険西省
甘粛省
青海省
福建省
麿東省
鹿西省
雲南省
貴州省
熱河
察吟爾省
緩遠省
寧夏省
新彊省
合計
32,283
21,440
１６，２２９
23,988
２９，５９０
２７，６１７
48,130
２６，６５８
30,989
10,082
２８，５１８
９，３６４
４，９９０
３６８
15,849
28,011
7,879
9,468
9,665
4,630
1,622
６３０
３０３
2,098
390,401
16,966
11,507
8,955
13,338
15,900
14,745
27,343
14,769
16,477
5,743
14,882
5,269
2,725
２０２
8,908
15,232
4,326
４，９７６
５，０９７
２，６１９
９２７
３７３
１７１
１，１１２
注：推計方法は本文を参照
15,317
9,933
7,274
10,650
13,690
12,872
20,786
11,889
14,512
4,339
13,637
4,095
2,265
１６５
6,942
12,779
3,554
4,492
4,568
２，０１０
６９６
２５７
１３３
９８６
１１０．８
115.8
123.1
125.2
116.1
114.5
131.5
124.2
.113.1
132.3
109.1
128.6
120.3
122.4
128.3
119.1
121.7
110.7
111.6
130.2
133.2
144.9
128.6
112.8
2０
101.5
112.5
111.1
104.6
111.5
111.5
109.5
108.5
104.5
112.5
103.9
114.6
110.9
110.5
117.5
105.5
106.8
97.6
102.1
109.1
111.8
128.6
112.０
１１０．５
16,715
10,228
8,060
12,751
14,260
13,224
24,971
13,612
15,767
5,105
14,323
４，５９８
２，４５７
１８３
7,581
14,438
４，０５１
５，０９８
4,992
2,401
８２９
２９０
１５３
1,006
2,021
1,304
1,021
1,565
1,810
1,678
3,139
1,703
1,935
651
1,752
５９２
３１１
２３
989
1,780
５０３
６０４
６０５
３０１
１０５
４０
１９
１２７
35,702
23,040
18,036
27,655
31,970
29,647
55,453
30,084
34,179
11,499
30,958
10,459
5,493
408
17,479
31,450
8,879
10,679
10,695
5,321
1,862
７０３
３４３
2,245
434,236
表91928年の人口推計（1000人）
省公式統計人内：男内：女性比推計性比推計女子増加乳幼児推計総人口
口
江蘇省
漸江省
安徽省
江西省
湖北省
湖南省
四川省
西康省
河北省
山東省
山西省
河南省
峡西省
甘粛省
青海省
福建省
麿東省
麿西省
雲南省
貴州省
熱河省
察ﾛ合爾省
緩遠省
寧夏省
新彊省
合計
34,126
20,643
２１，７１５
20,323
２６，６９９
31,501
４７，９９２
8,906
31,232
28,672
12,228
30,566
１１，８０２
6,281
6,195
10,071
32,428
13,648
13,821
14,746
６，５９３
１，９９７
2,124
１，４５０
2,552
438,311
18,160
11,604
12,212
11,675
14,753
17,550
26,177
4,858
17,274
15,459
7,070
16,480
６，５９３
3,426
３，３７９
５，８０４
１７，７５５
７，６３６
7,144
7,446
3,729
1,176
1,294
８１６
１，４１４
注：推計方法を本文参照。
15,966
9,039
9,504
8,648
11,946
13,951
21,815
4,048
13,958
13,213
5,158
14,086
5,209
2,855
２，８１６
4,267
14,673
６，０１２
６，６７７
7,300
2,864
８２１
８３０
６３４
1,138
113.7
128.4
128.5
135.0
123.5
125.8
120.0
120.0
123.8
117.0
137.1
117.0
126.6
120.0
120.0
136.0
121.0
127.0
107.0
102.0
130.2
143.2
155.9
128.6
124.3
２１
104.0
115.0
110.0
104.0
114.0
1'4.0
112.0
112.0
111.0
107.0
113.0
104.0
114.6
113.0
113.0
120.0
108.0
108.0
97.6
102.1
111.0
111.0
128.6
113.０
１１３．０
17,462
10,090
11,102
11,226
12,941
15,395
23,373
4,337
15,562
14,448
6,257
15,846
５，７５３
3,032
２，９９０
4,836
16,440
7,070
7,320
７，２９３
３，３５９
1,059
1,006
７２２
１，２５１
1,781
1,085
1,166
1,145
1,385
1,647
2,478
460
1,642
1,495
６６６
１，６１６
６１７
３２３
３１８
５３２
１，７１０
７３５
７２３
７３７
３５４
１１２
１１５
７
１３３
37,403
22,779
24,480
24,046
２９，０７９
34,592
52,028
9,655
34,478
31,402
13,993
33,943
12,963
6,781
6,688
11,172
35,904
15,441
15,187
15,476
7,443
2,347
２，４１５
１，６１４
2,799
484,107
表1０1936年の人口推計（1000人）
省公式統計人口内：男内：女性比推計性比推計女子増加乳幼児推計総人口
江蘇省
湘江省
安徽省
江西省
湖北省
湖南省
四川省
河北省
山東省
山西省
河南省
険西省
甘粛省
青海省
福建省
庚東省
鹿西省
雲南省
貴州省
熱河省
察11合爾省
緩遠省
寧夏省
新彊省
合計
４１，２１５
21,240
２３，３５４
15,805
２５，５１６
28,294
53,674
３１，４１３
38,837
１１，６０１
３４，２９０
9,986
６，７１６
１，１９６
１１，７５６
32,453
１３，３８５
１２，０４２
９，９１９
2,185
2,036
２，０８４
９７８
4,360
434,335
注：推計方法を本文参照。
22,163
11,733
12,804
8,664
13,731
15,560
28,946
17,153
20,869
６，５５７
１８，２７４
5,448
３，６５８
６１７
6,761
17,544
7,482
6,226
5,145
1,203
1,175
１，２５９
５４６
2,430
19,052
9,498
10,550
7,140
11,784
12,734
24,728
14,259
17,967
5,044
16,016
4,538
3,059
５７９
4,994
14,909
5,903
５，８１６
４，７７４
９８２
８６１
８２５
４３２
1,930
116.3
123.5
121.4
121.3
116.5
122.2
117.1
120.3
116.2
130.0
114.1
120.1
119.6
106.7
135.4
117.7
126.8
107.0
107.8
122.5
136.4
152.7
126.3
125.9
2２
104.0
115.0
111.0
104.0
114.0
114.0
112.0
111.0
107.0
113.0
104.0
114.6
113.0
113.0
120.0
108.0
108.0
97.6
102.1
111.0
111.0
128.2
113.0
113.0
21,311
10,203
11,535
8,331
12,045
13,649
25,845
15,453
19,504
5,803
17,571
４，７５４
3,237
５４６
5,634
16,244
6,928
6,379
5,039
1,084
1,059
９８２
４８３
２，１５０
2,174
1,097
1,217
850
1,289
1,460
2,740
1,630
2,019
618
1,792
５１０
３４５
５８
620
1,689
７２０
６３０
５０９
１１４
１２
１１２
５１
２２９
47,017
23,723
26,323
18,380
27,876
31,590
59,256
35,264
43,663
13,367
38,767
11,033
7,457
1,258
13,405
36,542
15,584
13,632
11,014
２，４７３
２，４１６
2,424
１，１１３
4,954
488,531
年次地域年齢人口（人）割合％
表１１公式統計における男子人口（1,000人）
1912１９２８１９３６
③讃〔1988〕59頁(原資料は湖北省民政庁『湖北人口一民国35年冬季戸口総複査実施紀要』)。
④早瀬・川俣〔1990〕139ベー ジ。
⑤Barclayetal．〔1976〕ｐ､632。
総計
南方
北方
農村人口
南方
北方
5歳以上男子人口
南方
北方
147,293162,773156,759
65,26978,11079,189
132,564146,496141,083
58,74270,29971,270
125,239134,652129,796
55,49664,61565,568
?????
出所：表８，９，１０の公式統計のデータより計算。
表1２５～９歳男子人口の割合
1,746,765
336,618
1,259,906
33,264,941
１２，４７６
）。
2３
1931江蘇省６～10歳
1940吉林省６～10歳
1946湖北省５～9歳
1953全国５～9歳
193016省５～9歳
平均
出所：
①江蘇省民政庁統計『申報年鑑（1935年版）』Ｂ90頁。
②曹〔1988〕５４頁（原資料は満州国臨時国勢調査局『」
10.36
10.97
11.28
11.39
11.85
11.17
『康徳７年臨時国勢調査報告』
表１３５歳男子人口(1000人）
年南方北方
1912
1928
1936
2,961
3,273
3,152
1,312
1,570
1,592
表１４０～4歳の男子人口（1000人）
年次南方南方南方南方南方合計
0歳１歳２歳３歳４歳
1912
1928
1936
1912
1928
1936
4,769
5,271
5,076
北方
2,025
2,423
２，４５７
3,310
3,658
3,523
北方
1,488
1,781
1,806
３，１５２
3,484
3,355
北方
1,391
1,664
1,688
表１５男子人口合計（1000人）
3,066
3,389
3,264
北方
1,355
1,621
1,644
3,014
3,331
3,208
北方
1,334
1,597
１，６１９
17,311
19,132
18,425
7,593
9,086
9,213
年南方南方南方北方北方北方
1912
1928
1936
5歳以上５歳未満合計５歳以上５歳未満合計
125,238
134,652
129,796
17,311
19,132
18,425
142,549
153,784
148,221
55,496
64,615
65,568
2４
7,593
9,086
9,213
63,089
73,701
74,781
７８６１，０００
６７４６５５
６５２６４０
６３８６２８
６２７６１４
２，５９０
２，８１５６００
２，３７８４８４
２，０９５４４１
１，８５０３８７
１，６４０３４５
１，４６８３０１
１，３２３２６９
１，１７３２３１
１，００５１９９
８３５１７２
６３５１４５
４１８１０７
２５８７８
１４０４０
４３１９
２０，６６３
７５９
６４６
６３４
６２１
６０７
２，５０８
２，７１０
２，３１３
２，０７０
１，８３０
１，６１５
１，４２５
１，２５０
１，０７５
９２８
７９３
６３０
４６３
２９５
１４８
４８
２０，０９８
北方北方北方北方北方南方南方南方南方南方
男子男子女子女子性比男子男子女子女子性比
106.00
年齢ノＸＬｘｊＸＬｘ ﾉＸＬｘ血Ｌｘ
????
０１，０００ ８１５１，０００
７０６７４０
６７８６５５
６６４６５０
６５３６３７
２，７０１
３，０５３６２４
２，７９０５４７
２，６６０５２０
２，５３０４７９
２，３７０４３１
２，２５３３９１
２，１０５３５９
１，８７８３２１
１，６５０２９４
１，４２８２６１
１，１５５２３２
８５８１８４
５９３１３７
３２５９０
９５４９
２８，４４１
８１８
６８９
６５３
６４４
６３１
２，６１６
２，９２８
２，６６８
２，４９８
２，２７５
２，０５５
１，８７５
１，７００
１，５３８
１，３８８
１，２３３
１，０４０
８０３
５６８
３４８
123
25,651
1０６．００１，０００
６９４
６６１
６４３
６３２
１０９．４７
１１０．５３６２１
１１０．８７５０５
１１２.90446
117.88392
122.25348
127.３４３０８
１３１．２５２７９
１２９．４４２５０
１２６.０５２１９
１２２．７７１８３
１１７.7２１５１
１１３．２６１０３
１１０．６７６４
９９．１４３９
８２．２１７
１１７．５３
表１６プリンストン・生命表によるモデル性比
?????????????
???????????????????????????????、??
648
573
543
521
491
457
444
398
353
307
264
198
145
９２
３８
735
687
669
659
１０９．４７
１１０．１１
１０８.98
107.28
107.16
107.64
109.16
112.１５
１１５．６１
１１４．８６
１１１．６８
１０６．８４
９５．６９
９２．５３
１００．６１
94.84
108.98
②ム（ん）はBarclayetaI．〔1965〕ｔａｂｌｅｌｌによる。しかし、その表においては、５歳
の11（ﾉ;）は表１３のｊ;とは少し異なっている。本稿での計算は表１３の生命表の数字を利
用する。
③4歳のノmは原表に掲載されていないため、３歳のムと５歳のそれとそれとの算術平均で
算出し、補正した。
④Ｌを算出するには、次の式を利用している。
５歳未満の低年齢人口のＬは次の近似的式で計算する。
0.31,+0.711=Ｌ
注：①ムはｘ歳の人口。Ｌ,1はｘ歳の人口がｘ+1歳までの１年間に生存した延べ年数。
ILXはｘ歳の人口がｘ＋ｎ歳までのｎ年間に生存した延べ年数。普通、ｎは５とする。
2５
0.41,+0.6L=L１
０．５ム+0.519=L２
０．５J?+0.5ムーＬ７
そして、５歳以上人口のＬは次の式で計算する。
ｎ/2(1M+ム?､)=xL，
表１７農村人口の推計（1,000人）
年次南方男子南方女子北方男子北方女子合計
1912
1928
1936
142,549
153,784
148,221
130,779
141,086
135,983
63,089
73,701
74,781
53,692
62,724
63,644
表１８全国総人口の推計（1,000人）
390,109
431,295
422,629
年次農村人口都市人口東北人口内蒙古人口チベット人口総計
1912
1928
1936
390,109
431,295
422,629
43,345
47,922
46,959
17,500
28,000
34,000
表１９二つの推計の比較(1000人）
命表村唱計(Ｂ
、６１
く．１（
2,400
3,500
46,300
1,000
1,000
1,000
３）／Ａ＊１０［
｢、
L』
ｊ６６０．６§
2６
454,355
511,716
509,218
表２０民国期における人口増加率
2７
年次期間
（年）
増加率
（％）
年平均増加率
（託）
推計者１９１２１９２８１９３６
1912～28
1912～36
1912～52
1928～36
1928～52
1936～5２
???????
1３．５１
１６．０４
２６．３
2.25
11.29
８．８５
7.95
6.22
5.85
2.78
4.12
5.31
鎧・謝
国連
Liu・Yeh
Perkins
葛
章
尾上⑥
候
本推計
注：１９５２年大陸の人口は５億7482万人であった。
表２１各推計との比較（100万人）
450
517
注：
①1920年人口。
②1940年人口。
③1933年人口。
④1913年人口。
⑤28～36年の平均人口。
⑥尾上のモデル１とモデル２の平均人口。
⑦1910年の人口。
⑧1930年の人口。
出所：羅〔1997〕及び侯〔1998〕。
410
470①
434
430④
４４０
455
449⑦
３９９
４５５
507⑧
????????
??????
511⑤
５２６
528
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